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デジタルアーカイブの利用は大きく分けると，情報検索処理やメニュー方式等を用いた

データベース内の保管データ利用と，処理システムを用いて収集したデータ提示用プレゼ

ンテーション内の保管データの利用がある。しかし，後者は OS や処理システムの変更等

により利用不可能になるケースもあり，デジタルアーカイブとして適さない場合が多くあ

った。このため，短期保管データを用いてデジタルアーカイブのデータ調査を行い，情報

検索やメニュー方式，カタログ方式を用いたデジタルアーカイブの利用を検討したので，

報告する。 
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プレゼンテーション  

 

１．はじめに ～これまでのデジタルアー

カイブの利用～ 

 

 デジタルアーカイブの利用について，初

期は，一つの写真，図，書，地図，古文書，

イメージ映像などを単体で記録保管し，こ

れら一つずつにメタデータを付け，データ

ベースシステムを用いて保管と利用を行な

っていた。 

 この保管様式は，単体保管の様式として，

現在もよく用いられる様式であり，以前も

現在も単体保管のメタデータはデジタルア

ーカイブの基礎情報として貴重な情報源で

ある。 

しかし，デジタルアーカイブの利用とい

う観点から考えた場合，そのデータベース

システムが継続的な利用（長期間利用）が

可能かどうかによって，そのデジタルアー

カイブとしての保管の適否が決まる。その

ため，継続的な利用が可能な，または，シ

ステム管理がしやすいような環境を整備す

る必要がある。 

 また，データベース内の情報検索は，文

字データであれば全文検索等も可能である。 

 さらに，別の利用方法としては，保管す

る一次データについて，タイトル（資料名）

や基本的な二次データを付けて一覧で提示

し，その中から選択するメニュー方式を用

いた方法もある。  

 これらは一般的にデジタルアーカイブと

いわれる以前からの方法で，近年，映像，

音声等のマルチメディアがデータベースで

取り扱われるようになって以後，その表示

等に変化が見受けられる。  

 

図 1 マルチメディアを取り扱うことができる文

化資料収集データベース（岐阜女子大学） 



２．カタログ方式を用いたデジタルアーカ

イブの利用 

 

 １．で述べたように，デジタルアーカイ

ブの初期の利用は，データベース検索や単

なるデータファイルをリスト化したメニュ

ー方式による利用であった。その後，多様

なデジタルアーカイブの利用方法が用いら

れるようになったが，注目すべき海外の事

例の一つに SCRAN（参照資料あり）があ

る。また，メディアミックスの視点から岐

阜女子大学が開発した「沖縄修学旅行おぅ

らい」も例として取り上げる。  

 

（１）デジタルメディアのカタログ  

 SCRAN は 1995 年以来，スコットランド

地方の博物館・美術館などが保管する歴史

や文化に関する資料をデジタル化し，オン

ラインで提供する会員制のデジタルアーカ

イブである。SCRAN は，カタログのよう

な比較的容量の小さいイメージ画像ととも

にメタデータなどの情報が提供されており，

高精細な映像は有料で提供している。  

 高精細な映像が有料な点については，

webページやデータベースを日常的に閲覧

無料としている博物館とは異なるが，博物

館の入館料と同様だと考えれば，このよう

なデジタルアーカイブの利用に対する料金

の発生も一つの考え方である。比較的容量

の小さいイメージ画像については会員であ

れば閲覧することができ，学校等でも十分

利用可能である。  

 このようなデジタルアーカイブの利用の

システムは，今後のデジタルアーカイブ利

用面での開発において参考になる。  

 

（２）印刷メディア（印刷物）のカタログ  

デジタルアーカイブの利用のための検索

に印刷メディア（印刷物）を用いた例とし

て，岐阜女子大学が開発した「沖縄修学旅

行おぅらい」がある。  

図 2 に示すように，「沖縄修学旅行おぅ

らい」は，印刷メディアの各項目に， (1)

タイトルと(2)イメージ画像，(3)簡単な概要

（案内情報含む）やメタデータ，(4) 二次

元コードなどを掲載しており，印刷メディ

アのカタログとしての利用となっている。  

この印刷メディアに掲載された簡単な情

報から，さらに詳しいデジタルアーカイブ

の内容を利用したい場合は，スマートフォ

ンやタブレット端末などで各項目の二次元

コードの読み取りを行なえば，簡単に詳し

いデジタルアーカイブを閲覧，利用するこ

とができるように構成してある。 

これは，修学旅行の高校生が，事前・事

後の学習や旅行中に，興味のある項目につ

いて，印刷メディアから簡単に詳しい内容

にアクセスし，学習できるようにするため

のシステムである。 

 

図 2 カタログ方式を用いた印刷メディア「沖縄

修学旅行おぅらい」とデジタルアーカイブ

の利用 

 

これまで，デジタル資料を調べるには，

主にキーワード検索などによるデータベー

スへの情報検索であったが，この 2 つの例

のように地域資料に限定された資料である

場合は，印刷メディアとデジタルメディア

岐阜女子大学 

デジタル 

アーカイブ 
 



の連携により，印刷メディアからデジタル

アーカイブ内のデジタルメディアの利用へ

と，発展的な調べ学習をも可能とするカタ

ログ方式の方が効果的に学ぶことができる

場合もある。  

また，印刷メディアとデジタルアーカイ

ブの連携は，学校教育での教材の利用だけ

でなく，生涯学習や観光案内など，今後，

多様な使用方法が考えられる。  

 

（３）印刷メディアとデジタルメディアの

カタログ利用  

一般的に物事を調べる際には，印刷メデ

ィアを利用するのがよいか，デジタルメデ

ィアを利用するのがよいかは人それぞれで

あり，これを一概に決めることは困難であ

る。そこで，図 3 に示すように，印刷メデ

ィアとデジタルメディアの両方のメディア

で，カタログ方式を用いて提示することを

可能とする。このことにより，調べる物事

の内容，程度などによっても，利用者が使

い分けることができる。 

特に，印刷メディアは簡単なカタログ方

式を用いて提示し，デジタルアーカイブの

内容の掲載や空いたスペースには記録やメ

モ，感想などの筆記による加筆も可能であ

り，これまで人々が利用してきた印刷メデ

ィアの活用にも利用することができる。 

 

 

図 3 カタログ方式におけるデジタルアーカイブ

データの利用  

 

印刷メディアのデータ利用としては，少

ない部数が必要であればプリンタから出力

して利用し，多くの部数の場合はあらかじ

め製本して提供することができ，パンフレ

ットや地域案内，教材への利用が可能であ

る。 

今後，各分野で利用部数が数十，数百の

データについても，どのようなカタログ方

式が効果的かを検討する必要がある。  

 

（４）カタログ方式のメタデータの構成 

 カタログ方式の検討事項のひとつとして，

どのようなメタデータで構成すべきである

かという点が挙げられる。資料の概要が理

解できるようなイメージ画像の提示も必要

であるが，カタログ方式のメタデータは，

デジタルアーカイブにおける保管用のメタ

データと異なり，著作権，プライバシー等

の基本的な利用条件がクリアされた資料デ

ータを利用しているため，利用者が安心し

て利用することができるような説明や案内

が必要である。  

カタログ方式のメタデータの構成は，各

分野によって異なり，それぞれに最も適す

る情報を検討し，それらで構成すべきであ

る。 

 

カタログ方式のメタデータ構成 

①タイトル（資料名，教材，素材など） 

②分野，内容） 

③キーワード  

④概要 

⑤その他（注など）  

（①～⑤は主だった項目であり，各分野で

メタデータの項目を検討し追加されたい。） 

 

３．資料の管理構成とカタログ方式 

  ～集合保管様式での管理構成～ 

 

これまでのカタログ方式を用いた検索方

法の内，最も多数を占める資料データの保

管構成は集合保管様式であった。集合保管

は構造的にも単純でわかりやすく，資料デ



ータを集合的に提示・保管・利用すること

ができるため，データベースへの情報検索

からの利用に比べ，利用者は目的の資料デ

ータへのアクセスが容易であり，デジタル

アーカイブの利用につながりやすい。さら

に，今後の情報検索とこれまで情報検索の

違いは，一つのデジタルアーカイブを構成

するデータが，これまでの文字情報や映像

（動画含む）だけでなく，音声，イラスト，

マップ，GPS 情報，3D データなど多様化

している点である。これらを検索するには，

図 4 に示すように，そのデジタルアーカイ

ブがどのような資料データで構成されてい

るか（取り揃えているか）を利用者に表示

する必要があり，それが利用に繋がるだろ

う。 

 

図 4 集合保管様式で管理されたデータを用いた

印刷メディア・デジタルメディアのカタロ

グ方式  

 

（６）カタログ方式の事例  

例 1 観光分野 

○「飛騨おぅらい英語版」 

印刷メディア 

 

 

 

デジタルメディア 

 

印刷メディアに掲載されている資料デー

タに加えて，デジタルメディアには多数の

資料データが提示されている。  

 

例 2 教育分野 

◯「沖縄修学旅行おぅらい」 

印刷メディア 

 

 

 

 

 



メタデータの項目として，資料名，QR

コード，説明文，サムネイル（小さい画像）

のほかに，場所（住所），交通，マップ情報

を掲載している。  

 

デジタルメディア 

 

 

例 3 生活分野；「食」（レシピ）  

○「沖縄修学旅行おぅらい」 

印刷メディア 

 

 

 

 

デジタルメディア 

 レシピについては，イメージ画像と材料，

つくり方，豆知識のほかに食材の web ペー

ジにリンクしてあり，レシピだけでなく昔

から地域食材として利用されてきた理由な

ども掲載している。  

 

 

４．まとめ 

 

情報検索とメニュー方式によるデジタル

アーカイブの利用とカタログ方式によるデ

ジタルアーカイブの利用について検討して

きたが，デジタルアーカイブにとってはど

ちらも欠かせない保管方法である。  

前者は，データベースの情報検索とメニ

ュー方式により，利用者としてはデジタル

アーカイブの基礎情報の利用，管理者とし

ては一次データと二次データの管理に適し



ており，現在においてもデジタルアーカイ

ブの基礎といえる。また，後者はデータを

集合的にカタログ方式で提示することによ

り，その中から利用者に資料選択を促すよ

うな場合に適している。今後，カタログ方

式は印刷メディアでの利用，デジタルメデ

ィアでの利用，印刷メディアとデジタルメ

ディアの連携による両メディアでの利用な

ど，多様な利用を考えることができ，さま

ざまなマルチメディアデータの提供とその

効果が期待できる。  

しかし，これからデジタルアーカイブの

利用について汎化が進み，一般の利用者が

膨大なデータ群から，資料構成もわからな

いまま情報検索によって目的のデータを探

し出すのは困難である。集合保管で管理さ

れたデータからのカタログ方式であれば，

デジタルアーカイブの構成要素を見渡すこ

とができ，資料データを認識した上で簡単

に入手することができる。  

 このような様式を用いることにより，デ

ジタルアーカイブの本来の目的である，歴

史や文化，資料などの継承と保管資料の利

用へと繋がる。今後の課題としては，カタ

ログ方式のメタデータの構成について，各

分野でどのようなメタデータの項目が必要

となるのか，それぞれに適した項目を検討

すべきである。  
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